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弁別難易度を操作し(Oblique Effect: Donis, 1999)，線分だ
けの条件と，これらの線分に対してＬ字のコンテクスト
を付加した条件での反応時間を比較した．実験の結果，
チンパンジーもヒトも要素刺激では線分の傾きによっ
て反応時間が線形的に大きくなった（系列探索）．これ
に対して，コンテクストを付加した刺激では線分の傾き
にかかわらず反応時間は一定であった（並列探索）．こ
れらの結果は，チンパンジーがヒト同様に創発的特徴を
知覚するだけでなく，その創発的特徴の視覚処理のメカ
ニズムも類似していることを示している． 
 
1-11 チンパンジーにおける美的知覚と描画行動 
齋藤亜矢（東京藝術大・院・美術） 
対応者：田中正之 
昨年度の研究ではチンパンジーがモデル刺激に対
応してペンを細かく定位して線を調整できることを明
らかにした．今年度は線を調整して表象的な描画ができ
るか検証するために，ヒト幼児で表象的な描画が出現し
やすい顔刺激に対する描画行動を観察した．チンパンジ
ー6個体を対象に，完全な顔，右目なしの顔，左目なし
の顔，両目なしの顔，輪郭のみの顔の 5つの線画刺激を
用いた．ヒト幼児での結果をもとに作成した分類基準に
より描画行動を分類した．チンパンジーは，描かれてい
ない部位を補完して描きこむことはなかったが，すでに
描かれた部位への重ねがき，刺激の線への重ねがき，描
かれた部分を避けた空白部への描きこみが多くみられ
た．ヒトでは，1歳後半で顔内部への描画の集中，2歳
前半で描かれた部位への重ねがきが多くなり，顔の「な
い」部分への補完は 2歳半以降に多くなった．ヒトは手
